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二
〇
一
三
年
に
提
唱
さ
れ
た
「
一
帯
一
路
」
構
想
は
、「
南
」
の

開
発
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
に
よ
る
社
会
経
済
開
発
と
国
際

的
連
結
性
強
化
を
要
と
し
て
い
る
点
で
、
中
国
の
開
発
協
力
戦
略
と

い
う
側
面
も
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
帯
一
路
の
も
と
で
、
多
数

の
中
国
企
業
が
中
国
金
融
機
関
の
大
規
模
な
融
資
を
裏
付
け
に
、
途

上
国
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
上

国
の
債
務
脆
弱
性
悪
化
な
ど
を
受
け
て
、
一
九
年
に
政
策
調
整
が
行

わ
れ
、
協
力
の
規
模
よ
り
も
、
事
業
の
質
の
高
さ
に
力
点
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
拡
大
に
よ
る
途
上
国
の
経
済
悪
化
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
ザ
ン

ビ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
債
務
不
履
行
に
陥
る
国
も
出
始
め
、
融
資

額
も
目
立
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
一
帯
一
路
の
推
進
に
制
約
が
か
か

る
中
で
、
習
近
平
国
家
主
席
は
二
一
年
九
月
の
国
連
総
会
で
、「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
実
施
を
促
進

す
る
た
め
に
、
中
国
が
国
際
公
共
財
と
し
て
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
構
想
（
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）」
を
提
唱
し
た
。

現
在
外
交
部
が
主
導
し
て
、
中
国
の
開
発
協
力
機
関
で
あ
る
国
家
国

際
発
展
合
作
署
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
な
ど
が
実
施
体
制
を
構
築
中
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
中
国
の
開
発
協
力
戦
略
に
つ
い
て
、
一
帯
一
路
の

も
と
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
債
務
問
題
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
Ｇ
Ｄ

Ｉ
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
い
。

一
帯
一
路
の
も
と
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

中
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
外
交
政
策
の
一
環
と
し
て
、
中

早
稲
田
大
学
教
授

北
野
尚
宏

き
た
の　

な
お
ひ
ろ　

早
稲
田
大
学
卒
、
コ
ー

ネ
ル
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
（Ph.D.

）。

海
外
経
済
協
力
基
金
、
国
際
協
力
銀
行
、
京

都
大
学
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
究
所
所
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
八
年

か
ら
現
職
。
専
門
は
交
通
・
都
市
計
画
、
開
発

協
力
。
共
著
に
『
現
代
中
国
を
読
み
解
く
三
要

素 

経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
国
際
関
係
』
な
ど
。

中
国「
一
帯
一
路
」開
発
協
力
戦
略
の
転
換

コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
苦
境
の
新
興
国
に
と
っ
て

中
国
は
「
頼
り
に
な
る
存
在
」
だ
が
、
開
発
協
力
戦
略
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
構
想
」
に
転
換
し
て
い
る
。

背
景
に
は
新
興
国
の
債
務
問
題
と
「
質
」
へ
の
転
化
志
向
が
あ
っ
た
。

新
た
な
開
発
協
力
戦
略
と
は
。
経
済
連
携
ル
ー
ル
の
展
開
は
。
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国
・
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
地
域
ご
と
の
協
力
枠
組
み
を

設
置
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
・
中
国
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ

ラ
ス
１
）
首
脳
会
議
な
ど
既
往
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
従
来
の
二
国

間
協
力
と
地
域
レ
ベ
ル
の
協
力
を
組
み
合
わ
せ
て
途
上
国
と
の
連
帯

強
化
を
図
っ
た
。各
枠
組
み
の
も
と
で
開
催
さ
れ
る
首
脳
会
合
で
は
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
に
、
無
償
援
助
・
無
利
子
借
款
、
中
国
輸

出
入
銀
行
（
中
国
輸
銀
）
の
優
遇
借
款
や
優
遇
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
の
資
金
協
力
約
束
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
資
金

協
力
は
、
中
国
企
業
の
途
上
国
に
お
け
る
運
輸
、
電
力
、
通
信
、
都

市
開
発
な
ど
イ
ン
フ
ラ
市
場
参
入
を
金
融
面
で
支
え
、
中
国
企
業
の

「
走
出
去
（
海
外
進
出
）」
戦
略
と
も
合
致
し
て
い
た
。

　

世
界
第
二
位
の
経
済
規
模
に
な
っ
た
中
国
は
、
二
〇
一
三
年
に
提

唱
さ
れ
た
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
も
と
で
、
中
国
輸
銀
や
国
家
開
発

銀
行
（
中
国
開
銀
）
な
ど
に
よ
る
融
資
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
鉄
道
建

設
は
じ
め
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
が
中
国
企
業
に
よ
り
建
設
さ
れ

た
。
鉄
道
だ
け
で
も
、
モ
ン
バ
サ
・
ナ
イ
ロ
ビ
・
ナ
イ
バ
シ
ャ
鉄
道
、

エ
チ
オ
ピ
ア
・
ジ
ブ
チ
鉄
道
、
中
国
・
ラ
オ
ス
鉄
道
、
マ
レ
ー
シ
ア

東
海
岸
鉄
道
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
バ
ン
ド
ン
高
速
鉄
道
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

セ
ル
ビ
ア
高
速
鉄
道
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
一
部
の
事
業
は
既
に
完
成

し
運
行
を
開
始
し
て
い
る
。
一
五
年
に
は
中
国
主
導
で
新
た
な
国
際

開
発
金
融
機
関
で
あ
る
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）

図　一帯一路加盟国

中国

一帯一路協力文書に署名した国
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を
設
立
し
、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
な
ど
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
も
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

年
の
人
民
元
切
り
下
げ
を
契
機
に
、
二
〇
一
六
年
以
降
海
外
投
資
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
輸
銀
や
中
国
開
銀
の
融
資

額
も
、
頭
打
ち
と
な
り
始
め
た
。

「
債
務
の
罠
」
か
ら
抜
け
ら
れ
る
か

　

二
〇
一
八
年
頃
か
ら
、
エ
チ
オ
ピ
ア
・
ジ
ブ
チ
鉄
道
は
じ
め
中
国

輸
銀
な
ど
に
対
す
る
債
務
返
済
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
中
国
の
金
融
機
関
の

審
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
二
〇
ヵ
国
・
地

域
（
Ｇ
20
）
で
も
、
低
所
得
国
の
債
務
脆
弱
性
へ
の
対
処
が
首
脳
宣

言
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
中
国
は
一
九
年
五
月
の
第
二
回「
一
帯
一
路
」

国
際
協
力
サ
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
政
策
調
整
を
行
っ
た
。
質
の
高

い
「
一
帯
一
路
」
共
同
建
設
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、
国
際
ル
ー
ル

に
基
づ
き
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も

に
、「『
一
帯
一
路
』
債
務
持
続
性
分
析
枠
組
み
」
が
公
表
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
中
国
輸
銀
な
ど
の
金
融
機
関
は
途
上
国
向
け
の
融
資
に

慎
重
に
な
り
、承
諾
額
も
減
少
し
た
。例
え
ば
、ケ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、

中
国
路
橋
工
程
有
限
責
任
公
司
（
Ｃ
Ｒ
Ｂ
Ｃ
）
が
中
国
輸
銀
の
融
資

で
モ
ン
バ
サ
・
ナ
イ
ロ
ビ
鉄
道
お
よ
び
ウ
ガ
ン
ダ
国
境
の
マ
ラ
バ
ま

で
の
区
間
の
う
ち
ナ
イ
ロ
ビ
・
ナ
イ
バ
シ
ャ
間
を
建
設
し
た
。
残
り

の
区
間
に
つ
い
て
も
、
再
度
中
国
輸
銀
か
ら
の
融
資
を
得
て
Ｃ
Ｒ
Ｂ

Ｃ
が
建
設
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
年
に
ケ
ニ
ヤ
ッ

タ
大
統
領
が
訪
中
し
た
際
に
、
中
国
側
が
経
済
性
の
観
点
か
ら
慎
重

な
姿
勢
を
示
し
融
資
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
途
上
国
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
こ

と
を
受
け
、
中
国
は
Ｇ
20
最
大
の
債
権
国
と
し
て
二
〇
年
に
債
務
支

払
い
猶
予
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
に
参
加
し
、
中
国
輸
銀
向

け
を
含
む
四
八
ヵ
国
の
債
務
返
済
が
二
一
年
末
ま
で
猶
予
さ
れ
た
。

Ｇ
20
は
、
さ
ら
に
最
も
困
難
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
債
務
を
減
免
す

る
「
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
後
の
債
務
措
置
に
か
か
る
共
通
枠
組
み
」
に
合
意
し
、

中
国
が
主
な
債
権
国
で
あ
る
チ
ャ
ド
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
が

こ
の
枠
組
み
の
適
用
を
申
請
し
た
。

　

ザ
ン
ビ
ア
は
二
〇
年
に
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
最
も
深
刻
な
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
二
一
年
八
月
の
大
統
領
選
で
政
権
が
交
代
し
、
一
二
月

に
は
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
の
間
で
慢
性
的
な
国
際
収
支

上
の
問
題
を
抱
え
る
低
所
得
国
向
け
支
援
で
あ
る
拡
大
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
一
三
億
ド
ル
供
与
に
つ
い
て
基
本

合
意
に
達
し
た
が
、
そ
の
条
件
と
し
て
共
通
枠
組
み
の
下
で
の
大
幅

な
債
務
削
減
を
求
め
ら
れ
た
。
最
大
の
二
国
間
債
権
者
で
あ
る
中
国

は
当
初
慎
重
な
姿
勢
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
共
同
議
長
と
し
て
債
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権
者
委
員
会
に
参
加
し
、
最
終
的
に
公
的
債
務
再
編
条
件
に
つ
い
て

ザ
ン
ビ
ア
政
府
と
交
渉
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
同
表
明
を
受
け

て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｆ
供
与
を
理
事
会
承
認
し
た
。
中
国
は

こ
れ
ま
で
二
国
間
で
交
渉
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、「
共

通
枠
組
み
」で
の
債
務
再
編
に
踏
み
込
ん
だ
こ
と
は
初
め
て
で
あ
り
、

今
後
の
交
渉
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ザ
ン
ビ
ア
の
ケ
ー
ス
が
、

経
済
運
営
の
失
敗
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
の
激
減
な
ど
が
重
な

り
、
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
債
務
再
編
の
モ
デ
ル
に

な
り
う
る
か
に
も
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

中
国
企
業
は
債
務
問
題
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
公
的
債
務
に
頼
ら

な
い
官
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
イ
ン
フ
ラ
事
業
形
成
を
推
進
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ナ
イ
ロ
ビ
の
中
心
業
務
地
区
と
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
国

際
空
港
と
を
結
ぶ
ナ
イ
ロ
ビ
高
速
道
路
建
設
事
業
は
、
上
述
の
Ｃ
Ｒ

Ｂ
Ｃ
が
建
設
・
運
営
・
移
転
（
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）
事
業
と
し
て
建
設
し
、
今

年
供
与
を
開
始
し
た
。
第
三
国
協
力
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
例
え
ば
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
ク
リ
ビ
深
水
港
は
、
中
国
輸
銀
が
優

遇
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
供
与
し
、
中
国
港
湾
工
程
有
限
責

任
公
司
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
）
が
建
設
し
た
。
一
五
年
に
は
仏
国
際
物
流
会

社
ボ
ロ
レ
社
、
世
界
有
数
の
海
運
会
社
で
あ
る
仏
Ｃ
Ｍ
Ａ 

Ｃ
Ｇ
Ｍ

社
、
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
の
三
社
連
合
が
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
権

を
獲
得
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
順
調
に
運
営
中
で
あ
る
。

中
国
の
新
し
い
対
外
援
助
組
織
設
立

　

中
国
の
対
外
援
助
は
無
償
援
助
、
無
利
子
借
款
、
中
国
輸
銀
の
優

遇
借
款
の
三
つ
の
ス
キ
ー
ム
か
ら
な
り
、
従
来
は
商
務
部
が
所
管

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
交
目
的
よ
り
も
商
業
的
性
格
が
強
か
っ

た
。
二
〇
一
七
年
に
中
国
共
産
党
は
、
外
交
活
動
の
実
施
体
制
強

化
の
一
環
と
し
て
党
主
導
に
よ
る
対
外
援
助
実
施
体
制
の
見
直
し

を
決
定
し
、
一
八
年
の
第
一
三
回
全
国
人
民
代
表
会
議
（
全
人
代
）

で
、
こ
れ
ま
で
商
務
部
が
担
っ
て
い
た
対
外
援
助
業
務
と
外
交
部
の

対
外
援
助
調
整
業
務
の
職
責
を
統
合
し
、
初
の
対
外
援
助
政
策
・
事

業
統
括
機
関
と
し
て
国
務
院
直
属
の
国
家
国
際
発
展
合
作
署
、
Ｃ
Ｉ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（China International D

evelopm
ent Cooperation 

A
gency

）
設
立
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
狙
い
は
、
大
国
外
交
の
重

要
な
手
段
と
し
て
の
対
外
援
助
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
一
帯

一
路
推
進
に
も
い
っ
そ
う
寄
与
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
理
念
的
に

も
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
名
称
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
「
対
外
援

助
」
か
ら
、
国
際
的
規
範
で
あ
る
「
国
際
開
発
協
力
」（
中
国
語
で

は
「
国
際
発
展
合
作
」）
に
転
換
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
け
る
影
響
力
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

二
〇
年
に
は
、
国
際
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
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た
め
に
、
外
交
部
、
商
務
部
、
国
家
衛
生
健
康
委
員
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
中
国
と
し
て
最
大
規
模
の
緊
急
人
道
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

二
〇
二
一
年
八
月
に
は
対
外
援
助
の
実
施
規
則
を
定
め
た
、
日
本
で

い
え
ば
省
令
に
当
た
る
「
対
外
援
助
管
理
弁
法
」
を
公
布
し
た
。
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
、
商
務
部
、
外
交
部
の
三
部
門
共
管
の
文
書
と
な
っ
て
お

り
、Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
戦
略
方
針
、中
長
期
政
策
計
画
、国
別
援
助
政
策
、

資
金
管
理
、
事
業
決
定
、
実
施
監
督
・
評
価
な
ど
を
所
掌
し
、
商
務

部
な
ど
対
外
援
助
実
施
部
門
は
対
外
業
務
上
の
意
見
具
申
、
事
業
実

施
と
自
部
門
の
資
金
管
理
、
外
交
部
は
外
交
上
の
意
見
具
申
な
ど
の

役
割
分
担
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え

る
。
中
期
計
画
と
し
て
は
、
未
公
表
な
が
ら
、
対
外
援
助
第
一
四
次

五
ヵ
年
計
画
（
二
一
～
二
五
年
）
が
策
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
組

織
は
総
務
、
政
策
・
計
画
、
二
つ
の
地
域
部
な
ど
七
つ
の
部
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
二
二
年
に
は
傘
下
の
事
業
部
門
（
中
国
語
で
は

「
事
業
単
位
」）
と
し
て
対
外
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
後
述
の
グ
ロ
ー
バ
ル
発
展
推
進
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
機
能
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
、
調
整
機
能
を
さ

ら
に
発
揮
す
る
た
め
の
法
的
基
盤
強
化
と
し
て
、
全
人
代
で
審
議
・

成
立
す
る
レ
ベ
ル
の
対
外
援
助
立
法
の
準
備
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
長
期
間
を
要
し
て
も
立
法
を
実
現
す
る
の
が
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
し

て
の
中
長
期
的
課
題
と
い
え
る
。

「
一
帯
一
路
の
補
完
」
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
構
想

　

習
近
平
国
家
主
席
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
の
国
連
総
会
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
開
発
構
想
（
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）
を
提
唱
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
途
上
国
の
経
済
減
速
と
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
進
捗
の
停
滞
・
後
退
に
対
応
す
る
た
め
に
、
中
国
が
国
際
公

共
財
と
し
て
の
協
力
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
、
各
国
や
国
際

機
関
な
ど
に
共
同
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の

実
施
を
促
進
し
て
い
く
構
想
と
さ
れ
る
。
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
外

交
部
の
中
国
国
連
協
力
立
場
文
書
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
、
開
発
優

先
、
人
間
中
心
、
包
摂
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
型
開
発
、
人
間
と

自
然
と
の
共
生
、
結
果
志
向
の
行
動
と
い
う
六
つ
の
堅
持
を
基
本
理

念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
国
際
協
力
の
重
点
分
野
と
し
て
、
貧
困
削

減
、
食
糧
安
全
保
障
、
感
染
症
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
、
開
発
資
金
、
気

候
変
動
と
グ
リ
ー
ン
開
発
、
産
業
化
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
連
結
性
の

八
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
外
交
部
が
主
導
し
、地
域
会
合
や
首
脳
会
談
、

国
連
諸
機
関
と
の
座
談
会
開
催
な
ど
の
場
で
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
浸
透
に
努
め

て
き
て
お
り
、
今
年
一
月
に
は
、
国
連
本
部
で
Ｇ
Ｄ
Ｉ
フ
レ
ン
ズ
グ

ル
ー
プ
の
第
一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
一
〇
〇
ヵ
国
以
上
の
加
盟
国

と
二
〇
以
上
の
国
際
機
関
の
代
表
が
参
加
し
た
。

　

六
月
に
北
京
で
第
一
四
回
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
た
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折
に
、Ｇ
Ｄ
Ｉ
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
が
五
ヵ
国
お
よ
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
エ
チ
オ

ピ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の
一
八
ヵ
国
の
首
脳
が
参

加
し
て
ビ
デ
オ
形
式
で
行
わ
れ
た
。
習
近
平
国
家
主
席
が
議
長
を
務

め
、
主
席
声
明
の
中
に
は
中
国
が
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
参
加
国
な
ど
と
取
り
組

む
合
計
三
二
の
具
体
的
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

資
金
面
で
は
、
一
五
年
の
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
発

表
さ
れ
た
二
つ
の
基
金
の
う
ち
、
南
南
協
力
援
助
基
金
を
グ
ロ
ー
バ

ル
発
展
・
南
南
協
力
援
助
基
金
に
格
上
げ
し
資
金
規
模
を
三
〇
億
ド

ル
か
ら
一
〇
億
ド
ル
積
み
増
す
こ
と
、
中
国
の
国
連
信
託
基
金
と
し

て
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国
連
平
和
発
展
基
金
を
拡
充
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
開
発
経
験
や
知
識
の
交
流
が
重
視
さ
れ
、
貧
困
削

減
と
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
非
政
府

部
門
の
国
際
貧
困
削
減
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
設
立
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
個
別
の
事
業
と
し
て
は
、
途
上
国
の
能
力
構
築
の
た
め

の
技
術
協
力
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
習
近
平
国
家
主
席
が
二
一
年

一
一
月
の
第
三
回
「
一
帯
一
路
」
建
設
座
談
会
で
言
及
し
た
「
規
模

は
小
さ
い
が
美
し
い
」
事
業
を
対
外
協
力
の
優
先
事
業
と
す
る
方
針

に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
実
施
体
制
面
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

傘
下
に
事
務
局
と
し
て
機
能
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
発
展
推
進
セ
ン
タ
ー

の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
途
上
国
や
国
連
機
関

な
ど
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
枠
組
み
で
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
募
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
報
告
書
と
し
て
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
発
展
報
告
」

が
一
七
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
の
開
発
分
野
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る
中
国
国
際
発
展
知
識
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｄ
）
に
よ
り
発
刊
さ
れ

た
。
同
報
告
書
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
理
念
や
原
則
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
分
析
し
、
上
述

の
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
八
つ
の
重
点
分
野
に
関
す
る
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

る
。

　

一
帯
一
路
に
債
務
問
題
な
ど
の
制
約
が
か
か
り
、
西
側
諸
国
に

よ
っ
て
一
帯
一
路
は
じ
め
中
国
の
影
響
力
拡
大
に
対
抗
す
る
措
置
が

と
ら
れ
る
中
で
、
中
国
は
一
帯
一
路
を
補
完
す
る
た
め
に
Ｇ
Ｄ
Ｉ
を

打
ち
出
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
開
発
協
力
を
通
じ
、
途
上
国

や
国
連
機
関
な
ど
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
だ
。
一
方
で
中
国
は
、
九
月
の
上
海
協
力
機
構
首
脳
会
議
に
合
わ

せ
て
、
中
国
・
キ
ル
ギ
ス
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
鉄
道
の
う
ち
巨
額
の

建
設
資
金
を
要
す
る
キ
ル
ギ
ス
区
間
の
事
業
化
調
査
に
関
す
る
協
力

協
定
を
他
の
二
ヵ
国
と
調
印
す
る
な
ど
、
一
帯
一
路
の
も
と
で
の
従

来
型
大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
路
線
も
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
一
帯
一
路
と
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
今
度
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。
●




